








要約 慢性腎炎における運動は禁止されるのみであったが、最近はある程度の運動は必ずし

も悪影響を与えるものではないとの意見も出てきた。著者はラットにアミノヌクレオチド

(AN）を腹腔内投与してネフローゼ症候群を作成し、1群を安静群とし、他を自由に運動を

行える回転式運動測定器を用いた運動群として検討した。その結果 AN 腎炎ラットにおいて

運動負荷は蛋日尿の減少と腎機能の前進を認めたが組織所見は更に検討の必要があった。 


